
～自然環境と共生しながら脱炭素で豊かな暮らしを実現するまち～

「食育推進チーム」だより 　 住民福祉課 保健予防係　☎62-9134　 住民福祉課 保健予防係　☎62-9134問

“旬の地場産物を使って、バランスの良い美味しい食事を楽しむ”
～ せり（旬の食材） ～

セリキムチ納豆　

【材料（4人分）】

旬

〈作り方〉

・納豆…１パック　　　・かつお節の粉…適宜
・キムチ…60ｇ
・セリ…１束(１cm長さに切る)
・醤油…小さじ１

1
2
セリをさっとゆで、１cmに切る。
ボールにキムチ・セリ・納豆・醤油・鰹節の粉を入れて和える。

【旬の食材の栄養効果など】
・せりと台湾せり（クレソン）は、全く違う植物です。台湾せり（クレソン）はアブラナ科でヨーロッパ・中
央アジアが原産、サラダなどに使用されています。せりは、セリ科で日本原産、七草粥などに使用。
　せりに含まれるカロテン・葉酸・ビタミンＣ・カリウム・鉄・ケルセチン（フラボノイドの一種）は、貧血
予防・抗酸化作用などの効果があります。
・春の山菜は、解毒作用があるといわれています。せりと発酵食品で体の解毒効果も期待できます。
※ドクゼリに注意：形が似ているドクゼリは、香り・白い根がないのが特徴です。

（レシピ：保健予防係）

富士見町脱炭素ビジョン 　 建設課 環境係　☎62-9114　 建設課 環境係　☎62-9114問

脱炭素ビジョン策定の背景と目的脱炭素ビジョン策定の背景と目的

出典：脱炭素ポータル

　産業革命以降、温室効果ガス排出量が増加したことで地球温暖化が
進み、現在、世界各地で気温上昇や大雨の増加といった気候変動とい
う形でその影響が表れています。2019年12月に長野県が気候非常事
態宣言を行い、国においても2020年10月に菅総理大臣が2050年
カーボンニュートラルを表明するとともに、温室効果ガス排出量を
2030年度に2013年度比で46％の削減を目指すこととしています。

CO2 排出量実質ゼロを実現するためには・・・
✓「エネルギー消費量を減らす（省エネ化）」
✓「地域に再エネ電源を増やし、再エネ電力を使う（再エネ活用）」
✓「森林によるCO2 吸収量を維持・促進する（森林吸収炭素固定）」

　富士見町においても、2050年のゼロカー
ボン実現に向けた現状と課題を把握し、た
だゼロカーボンを目指すだけでなく、取り
組みを通じてさらに魅力あるまちを目指し、
2050年ゼロカーボン実現までの道筋を描く
ために本ビジョンを策定しました。

次回（広報5月号）は、「脱炭素を取り巻く国際社会の動向」について紹介します。

背景 目的

検討事項
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